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(54)【発明の名称】 音声通信を有する超音波診断映像装置

(57)【要約】
超音波診断映像装置は、装置の状態を変更し又は命令を
実行するために口頭コマンドに応答する。装置は、応答
コマンドに応答することによって、口頭コマンドが適切
に実行されたことをユーザが確認する音声応答を発生さ
せる。このようにして実行されるコマンドは、超音波装
置の走査状態を変更するコマンド、イメージを測定する
とともにそれに注釈を付けるコマンド、診断報告を出す
コマンド、超音波イメージを形成するのに用いられる信
号を制御するコマンド及び超音波イメージの品質を制御
するコマンドを有する。
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【特許請求の範囲】

【請求項１】  ユーザと連絡をとる超音波診断映像装置であって、

  口頭のユーザコマンドに応答してコマンド信号を発生させる音声コントローラ

と、

  そのコマンド信号に応答して、前記口頭のユーザコマンドによって要求するよ

うに前記超音波診断映像装置を応答させる超音波装置コントローラと、

  前記コマンド信号に応答して、音声による応答を行う音声シンセサイザとを具

えることを特徴とする超音波診断映像装置。

【請求項２】  前記コントローラによって、前記コマンド信号に応答した応答信

号を発生させ、

  前記音声シンセサイザが、前記応答信号に応答して前記音声による応答を行う

ことを特徴とする請求項１記載の超音波診断映像装置。

【請求項３】  前記コントローラが、コマンドに応答して前記超音波診断映像装

置から確認信号を受信し、

  前記音声シンセサイザが、前記確認信号に応答して前記音声による応答を行う

ことを特徴とする請求項１又は２記載の超音波診断映像装置。

【請求項４】  前記音声シンセサイザが、前記音声による応答を電気的に格納し

た応答記憶装置を具え、

  その応答記憶装置が、コマンド信号に応答して所望の音声による応答を発する

ことを特徴とする請求項１から３のうちのいずれか１項に記載の超音波診断映像

装置。

【請求項５】  前記音声シンセサイザが、前記応答記憶装置に結合されるととも

に前記電気的に格納された応答を音声信号に変換する変換回路を更に具えること

を特徴とする請求項４記載の超音波診断映像装置。

【請求項６】  前記応答記憶装置が、組織及び数値応答情報を格納し、

  音声による応答を、組織及び選択した数値応答情報によって形成したことを特

徴とする請求項４又は５記載の超音波診断映像装置。

【請求項７】  前記音声シンセサイザが、

  前記コントローラからの信号に応答して、所望の格納した応答を選択するデコ
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ーダと、

  拡声器とを具え、

  前記応答記憶装置を前記デコーダに結合して、格納された複数の応答のうちの

所望のものを発し、

  前記変換回路を、前記応答各王装置からの応答を受信するように結合してアナ

ログ音声信号を発生させるアナログ－デジタルコンバータとし、

  前記拡声器が、前記アナログ音声信号を受信して音声による応答を発すること

を特徴とする請求項１から６のうちのいずれか１項に記載の超音波診断映像装置

。

【請求項８】  ユーザの口頭の命令に応答し、

  ディスプレイと、

  音声コントローラとを更に具えることを特徴とする請求項１から７のうちのい

ずれか１項に記載の超音波診断映像装置。

【請求項９】  ユーザの口頭の命令に応答し、

  超音波イメージに注釈をつける文字及び／又はグラフィック記号を発生するグ

ラフィック発生器を更に具え、

  前記音声コントローラによって、口頭のユーザコマンドに応答して、グラフィ

ックコマンド信号を発生させ、

  前記超音波装置コントローラが、前記グラフィックコマンド信号に応答し、こ

れによって、前記グラフィック発生器が、前記口頭のユーザコマンドによって要

求されるように超音波イメージに注釈をつけ、

  前記ディスプレイは、前記グラフィック発生器に結合されるとともに注釈を付

けられた超音波イメージを表示することを特徴とする請求項８記載の超音波診断

映像装置。

【請求項１０】  前記音声シンセサイザが、グラフィックコマンド信号の発生に

応答し、これによって、音声による測定結果を発生させることを特徴とする請求

項９記載の超音波診断映像装置。

【請求項１１】  ユーザの口頭の命令に応答し、

  前記超音波診断映像装置によって出現した情報を有する診断報告を発生させる
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報告発生器を具え、

  前記音声コントローラが、ユーザの音声に応答して、診断報告に対する情報信

号を発生し、

  前記超音波装置コントローラが、前記情報信号に応答するとともに、前記報告

発生器に結合され、これによって、ユーザから口頭によって連絡された情報を診

断報告に組み入れることを特徴とする請求項８から１０のうちのいずれか１項に

記載の超音波診断映像装置。

【請求項１２】  前記ディスプレイを前記報告発生器に結合して、診断報告を表

示し、

  前記ユーザから口頭によって連絡された前記情報が、表示された診断報告中に

出現することを特徴とする請求項１１記載の超音波診断映像装置。

【請求項１３】  口頭の命令に応答して超音波イメージを形成するのに用いられ

る信号のタイプを変更し、

  基本周波数帯域の超音波信号及び調波周波数帯域の超音波信号を受信するプロ

ーブと、

  そのプローブによって発生した信号に応答して、基本信号及び調波信号を分離

する信号分離回路と、

  その信号分離回路に結合され、調波信号及び／又は基本信号に応答してイメー

ジ信号を発生させるイメージ発生器とを具え、

  前記ディスプレイが前記イメージ信号を表示し、

  前記音声コントローラが、口頭のユーザコマンドに応答して、コマンド信号を

発生し、

  前記超音波装置コントローラを前記信号分離回路に結合し、これによって、前

記信号分離回路が、前記コマンド信号に応答して調波信号又は基本信号を選択的

に強調する出力信号を発生し、前記音声シンセサイザを前記コントローラに結合

し、前記音声シンセサイザによって、表示されたイメージ信号で強調される信号

のタイプの音声による表示を発生させることを特徴とする請求項８から１２のう

ちのいずれか１項に記載の超音波診断映像装置。

【請求項１４】  口頭の信号に応答して超音波イメージの品質を変更し、
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  前記プローブが、互いに相違する注目方向から超音波信号を受信し、

  前記イメージプロセッサが、互いに相違する注目方向からの信号に応答して、

コマンドイメージを発生し、

  前記ディスプレイ合成イメージを表示し、

  前記音声コントローラが、口頭のユーザコマンドに応答して、イメージ合成コ

マンド信号を発生し、

  前記超音波装置コントローラが、前記合成イメージプロセッサに結合されると

ともに前記イメージ合成コマンド信号に応答し、これによって、前記合成イメー

ジプロセッサが、前記合成イメージの品質を変更することを特徴とする請求項８

から１３のうちのいずれか１項に記載の超音波診断映像装置。

【請求項１５】  前記コントローラに結合され、口頭のコマンドに応答して、前

記超音波診断映像装置の機能の変更のコマンドを発する、手動操作されるユーザ

制御を更に具えることを特徴とする請求項１から１４のうちのいずれか１項に記

載の超音波診断映像装置。

【請求項１６】  前記音声シンセサイザが、ユーザからのヘルプ要求に応答して

、前記超音波診断映像装置の使用の音声による命令を発生することを特徴とする

請求項１から１５のうちのいずれか１項に記載の超音波診断映像装置。
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【発明の詳細な説明】

【０００１】

【技術の分野】

  本発明は、超音波診断映像装置に関するものであり、特に、ユーザとの音声に

よる連絡に応答する超音波診断映像装置に関するものである。

【０００２】

【背景技術】

  近年、音声認識技術の発展が著しく、超音波装置のハンドフリー制御は、ユー

ザが超音波装置を音声によって制御できるので有効である。本発明の譲受人を含

む複数の著音波装置製造者は、音声制御される超音波装置のプロトタイプを開発

し及び明示した。そのような装置は、米国特許番号第５，５４４，６５４号に記

載されており、この場合、７０を超える超音波装置コマンドが、装置の状態に応

じて機能するサブボキャブラリ(sub-vocabulary)と称されるグループ中に配置さ

れている。

【０００３】

  音声制御される超音波装置によってユーザが所定の目安の装置のハンドフリー

動作を許容される間、音声制御には新たな問題が生じる。そのうちの一つは、音

声制御の全体的な精度がまだ十分でないことである。比較的信頼性のある音声認

識技術が疑いなく時間と共に展開したとしても、今日の技術は、不十分に処理を

行い、通常はユーザの音声に対して音声認識装置を「トレーニングする」ことを

ユーザに要求することによって処理を行う。上記特許に記載した装置において、

ユーザには、音声認識装置をトレーニングして７０個を超える音声コマンドを認

識することが要求され、ユーザに対して大きな負荷となる。この問題の結果、音

声認識がまだ十分でないために、ユーザは、音声制御される超音波装置が誤って

受信し又は完全に消失したコマンドに対して常に注意をする必要がある。ハンド

フリー操作を自由に行うことによって、予め設けられたボタンを押し又はスイッ

チをセットしたという確認を行わなくてもよくなる。

【０００４】

  本発明者は、ユーザが話しかける超音波装置が人間の会話動作の１／２を提供
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することを認識した。会話は２方向の情報である。第１の者が質問し、第２の者

が答える。すなわち、第１の者が陳述を行い、第２の者が陳述に答える。本発明

の原理によれば、本発明者は、超音波装置に音声によるコマンドに対する音声に

よる応答能力を設けることによって人間の会話の特徴を有する超音波装置を実現

した。

【０００５】

  音声による応答は、音声によるコマンドすなわちオペレータによる問い合わせ

に関連する情報を提供する。一例において、応答が音声制御コマンドに付与され

て、要求されたコマンドが実行された（されなかった）という情報が超音波装置

オペレータに提供される。他の例において、超音波イメージは音声コマンドに応

答して分析され、例えば、イメージにラベルを付け、測定を行い、及び／又はそ

のような分析の応答を音声によって提供する。他の例において、診断報告が音声

制御によって準備され又は編集される。他の例において、超音波イメージを形成

するよう処理される信号のタイプが音声によって制御される。超音波装置によっ

て付与される音声による応答は、音声コマンドが応答されたという音声的な確認

を行い、すなわち、要求された動作又はは結果に対する音声による情報を付与す

る。

【０００６】

【発明の開示】

  第１例において、この装置は、口頭のユーザコマンドに応答してコマンド信号

を発生させる音声コントローラと、

  そのコマンド信号に応答して、前記口頭のユーザコマンドによって要求するよ

うに前記超音波診断映像装置を応答させる超音波装置コントローラと、

  前記コマンド信号に応答して、音声による応答を行う音声シンセサイザとを具

える。この装置において、前記コントローラによって、前記コマンド信号に応答

した応答信号を発生させ、

  前記音声シンセサイザが、前記応答信号に応答して前記音声による応答を行う

。

  第１例の特定の場合において、
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  前記コントローラが、コマンドに応答して前記超音波診断映像装置から確認信

号を受信し、

  前記音声シンセサイザが、前記確認信号に応答して前記音声による応答を行う

ことを特徴とする請求項１又は２記載の超音波診断映像装置。

【０００７】

  前記音声シンセサイザが、前記音声による応答を電気的に格納した応答記憶装

置を具え、

  その応答記憶装置が、コマンド信号に応答して所望の音声による応答を発する

。この特定の例において、前記音声シンセサイザが、前記応答記憶装置に結合さ

れるとともに前記電気的に格納された応答を音声信号に変換する変換回路を更に

具え、前記応答記憶装置が、組織及び数値応答情報を格納し、音声による応答を

、組織及び選択した数値応答情報によって形成し、前記応答記憶装置が複数の部

分的な応答を格納し、所望の応答を、格納された複数の部分応答から編集する。

【０００８】

  前記音声シンセサイザが、

  前記コントローラからの信号に応答して、所望の格納した応答を選択するデコ

ーダと、

  拡声器とを具え、

  前記応答記憶装置を前記デコーダに結合して、格納された複数の応答のうちの

所望のものを発し、

  前記変換回路を、前記応答各王装置からの応答を受信するように結合してアナ

ログ音声信号を発生させるアナログ－デジタルコンバータとし、

  前記拡声器が、前記アナログ音声信号を受信して音声による応答を発する。

【０００９】

  第２例において、

  ユーザの口頭の命令に応答し、

  超音波イメージに注釈をつける文字及び／又はグラフィック記号を発生するグ

ラフィック発生器を更に具え、

  前記音声コントローラによって、口頭のユーザコマンドに応答して、グラフィ
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ックコマンド信号を発生させ、

  前記超音波装置コントローラが、前記グラフィックコマンド信号に応答し、こ

れによって、前記グラフィック発生器が、前記口頭のユーザコマンドによって要

求されるように超音波イメージに注釈をつけ、

  前記ディスプレイは、前記グラフィック発生器に結合されるとともに注釈を付

けられた超音波イメージを表示する。

【００１０】

  前記第２の例の特定の例において、前記グラフィック発生器が、ラベルによっ

て超音波イメージに注釈を付し、前記グラフィック発生器が、測定グラフィック

によって超音波イメージに注釈を付け、特定の例において、超音波診断映像装置

が、グラフィックコマンド信号の発生に応答し、これによって、音声による測定

結果を発生させる前記音声シンセサイザを更に具える。

【００１１】

  第３例において、

  ユーザの口頭の命令に応答し、

  前記超音波診断映像装置によって出現した情報を有する診断報告を発生させる

報告発生器を具え、

  前記音声コントローラが、ユーザの音声に応答して、診断報告に対する情報信

号を発生し、

  前記超音波装置コントローラが、前記情報信号に応答するとともに、前記報告

発生器に結合され、これによって、ユーザから口頭によって連絡された情報を診

断報告に組み入れる。前記ディスプレイを前記報告発生器に結合して、診断報告

を表示し、

  前記ユーザから口頭によって連絡された前記情報が、表示された診断報告中に

出現する。

【００１２】

  第４例において、

  口頭の命令に応答して超音波イメージを形成するのに用いられる信号のタイプ

を変更し、



(10) 特表２００３－５１０１５４

  基本周波数帯域の超音波信号及び調波周波数帯域の超音波信号を受信するプロ

ーブと、

  そのプローブによって発生した信号に応答して、基本信号及び調波信号を分離

する信号分離回路と、

  その信号分離回路に結合され、調波信号及び／又は基本信号に応答してイメー

ジ信号を発生させるイメージ発生器とを具え、

  前記ディスプレイが前記イメージ信号を表示し、

  前記音声コントローラが、口頭のユーザコマンドに応答して、コマンド信号を

発生し、

  前記超音波装置コントローラを前記信号分離回路に結合し、これによって、前

記信号分離回路が、前記コマンド信号に応答して調波信号又は基本信号を選択的

に強調する出力信号を発生し、前記音声シンセサイザを前記コントローラに結合

し、前記音声シンセサイザによって、表示されたイメージ信号で強調される信号

のタイプの音声による表示を発生させる。

【００１３】

  この第４例の特定の例において、信号分離回路が、制御自在のフィルタ回路を

具えてもよい。信号分離回路がパルス反転回路を具えてもよく、コマンド信号が

、混成された基本信号及び調波信号のイメージ中の基本信号及び調波信号の相対

的な割合を制御し、超音波診断映像装置が、コントローラに結合された音声シン

セサイザを更に具え、その音声シンセサイザが、表示されたイメージ信号中で強

調される信号のタイプを音声によって表示する。

【００１４】

  第５例において、

  口頭の信号に応答して超音波イメージの品質を変更し、

  前記プローブが、互いに相違する注目方向から超音波信号を受信し、

  前記イメージプロセッサが、互いに相違する注目方向からの信号に応答して、

コマンドイメージを発生し、

  前記ディスプレイ合成イメージを表示し、

  前記音声コントローラが、口頭のユーザコマンドに応答して、イメージ合成コ
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マンド信号を発生し、

  前記超音波装置コントローラが、前記合成イメージプロセッサに結合されると

ともに前記イメージ合成コマンド信号に応答し、これによって、前記合成イメー

ジプロセッサが、前記合成イメージの品質を変更する。

【００１５】

  第５の例の特定の例において、コントローラが、イメージ合成コマンド信号に

応答して、合成された注目方向の個数を変更し、コントローラが、イメージ合成

コマンドに応答して、サーベイモードとターゲットモードとの間の合成イメージ

プロセッサの動作を変更し、超音波診断映像装置が、合成イメージプロセッサの

機能の変化に応答して、超音波診断映像装置による合成イメージ処理の新たな状

態を音声によって表す音声シンセサイザを更に具える。

【００１６】

  第６の例において、超音波診断映像装置が、

  ユーザと音声による連絡を行い、

  映像装置のプロセッサに結合され、コマンド信号に応答して、超音波映像装置

の機能を変更する超音波装置コントローラと、

  前記コントローラに結合され、前記装置の機能の変更に応答して、前記装置の

機能の変更の情報を音声によってユーザに提供する音声シンセサイザとを具える

。

【００１７】

  第６の例の特定の例において、超音波診断映像装置が、

  前記コントローラに結合され、口頭のコマンドに応答して、前記超音波映像装

置の機能の変更のコマンドを発する手動操作されるユーザ制御と、

  前記コントローラに結合され、前記超音波映像装置の機能の変更のコマンドを

発する音声認識プロセッサとを具える。最後の例において、音声シンセサイザが

、ユーザからのヘルプ要求に応答して、超音波映像装置の使用上の音声による命

令を行い、音声シンセサイザが、不完全なコマンド信号に応答して、超音波映像

装置の動作中に音声によってユーザを助成し、音声シンセサイザが、不正確なコ

マンド信号に応答して、超音波映像装置の動作中に音声によってユーザを助成す
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る。

【００１８】

  これらの例のうちのいずれかにおいて、超音波装置コントローラは、次のユー

ザコマンドによる変更のために以前のユーザコマンドを保持し、次のユーザコマ

ンドを、以前のユーザコマンドの結果を増減するコマンドとする。

【００１９】

【発明を実施するための最良の形態】

  図１において、本発明の原理による超音波診断映像装置を示す。アレートラン

スデューサ１２を有する超音波プローブ１０は、ビーム装置１４の制御の下で操

作され、これによって、アレートランスデューサは、超音波ビームを被験者の身

体に出射するとともにそれに応じたエコー信号を受信する。受信したエコー信号

は、信号プロセッサ１６に結合したビーム装置１４によってコヒーレントエコー

信号の受信ビームに変換される。信号プロセッサは、コヒーレントエコー信号を

用いてフィルタ処理、復調、検出又はドップラー評価のような機能を実行する。

処理されたエコー信号はイメージプロセッサ１８に結合され、この場合、これら

信号が処理されて、２又は３次元イメージ形式のＢ又はＭモード信号やカラー又

はスペクトルドップラーイメージ信号のようなイメージ情報を形成する。イメー

ジ情報は、表示用のディスプレイ装置２０に結合される。超音波装置のビーム装

置及びプロセッサの機能は、コントローラ２２によって指示され、そのコントロ

ーラは、超音波装置のオペレータによって所望されるタイプの情報をディスプレ

イ装置によって表示するような操作状態の初期化及び変更を含むこれらの素子の

機能を制御し及び調整する。

【００２０】

  従来の超音波装置において、システムコントローラは、ユーザインタフェース

６２から、オペレータが発した制御コマンドを受信する。ユーザインタフェース

は、オペレータによって操作されると制御信号をシステムコントローラ２２に送

信するハードキー（ボタン、スイッチ、キーボード、トラックボール等）及び（

ディスプレイ装置、プラズマタッチパネル上に示される）ソフトキー制御を有す

る。
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【００２１】

  本発明の原理によれば、銃らのインタフェース６２は、コマンドマルチプレク

サ（ｍｕｘ）６０によってシステムコントローラ２２に結合される。コマンドマ

ルチプレクサによって、システムコントローラは、ユーザインタフェース６２と

音声コントローラ５０のうちのいずれか一方又は両方からの入力信号を受信する

ことができる。コマンドマルチプレクサ６０は、フートスイッチのような他の制

御装置からの入力信号もマルチプレクサ処理する。音声コントローラ５０は、可

聴情報を表すデジタル出力信号を発生させることによってマイクロホン５６から

の音声入力に応答する音声認識プロセッサ５２を有する。コマンドエンコーダ５

４は、音声認識プロセッサのデジタル出力信号を、システムコントローラによっ

て使用可能なデジタルコマンド信号に変換する。構成した実施の形態において、

音声認識プロセッサ及びコマンドエンコーダのハードウェア及び／又はソフトウ

ェアを単一のユニットに統合することができ、そのユニットは音声入力信号を受

信し、そのユニットによって、超音波装置制御信号を出力信号として発生させる

。コマンドマルチプレクサを選択的に調整して、通常のユーザインタフェース６

２と音声コントローラ５０のうちの一方又は両方からの信号に応答するとともに

、信号をシステムコントローラに結合する。システムコントローラは、モードの

変更やディスプレイ上への新たな又は互いに相違する情報の表示のような超音波

装置の電流状態の変更を行うことによって、これらの入力に応答する。

【００２２】

  本発明の原理によれば、超音波装置によって行われる動作は、音声シンセサイ

ザ３０の音声によってユーザに伝えられる。超音波装置によって行われる動作を

表す信号は、音声シンセサイザ３０の入力部に結合される。この信号を、音声コ

ントローラによって発生したコマンド信号、システムコントローラから発生した

超音波装置のプロセッサ若しくは構成要素に対するコマンド信号又は要求した動

作を実行した後に発生した信号から取得する。応答デコーダはこれら信号のうち

の一つを受信し、応答でコーダによって、可聴応答又は可聴応答を選択すべき応

答の分類を識別する出力信号を発生させる。応答選択プロセッサ３４は、識別す

る出力信号を応答デコーダから受信し、音声出力のために応答記憶装置に格納さ
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れた一つ以上の応答を選択する。構成した実施の形態において、応答デコーダ３

２及び応答選択プロセッサ３４を統合し、超音波装置から受信した状態変化信号

によって、統合したプロセス中に応答記憶装置３６に対するアドレス指定を行う

信号を発生させる。応答記憶装置は、応答記憶区分３６ａ及び値区分３６ｂで示

すように、統合した応答を形成するために結合される複数のタイプの応答を有す

る。応答が任意の形態ですなわち媒体に格納されるとともにアナログ又はデジタ

ル形態で格納できる間、応答は、好適にはデジタル形態で格納され、この場合、

応答は、応答記憶装置３６からクロックされ、Ｄ／Ａコンバータ３８によってア

ナログ信号に変換され、増幅器４２によって増幅され、かつ、スピーカ４０によ

って再生される。

【００２３】

  応答記憶装置３６が有する応答のタイプの例を、図２ａ及び２ｂに示す。図２

ａは、超音波イメージの深さの変換に応答して付与される一連の応答を示す。例

えば、超音波装置を、４ｃｍの深さまで降下したイメージを発生させるように設

定することができる。ユーザは、イメージを６ｃｍの深さまで変更するように超

音波装置にコマンドを送ることができる。このコマンドに応答して、応答選択プ

ロセッサ３４は、応答選択信号を応答記憶装置３６に送信し、これによって、応

答記憶装置３６は、応答「深さ設定６ｃｍ」を出力する。「深さ増加６ｃｍ」又

は「深さ増加２ｃｍ」と言うことによってユーザが口頭でコマンドを与える通常

モードにおいて、音声コントローラ５０は、口頭コマンドを受信するとともに、

適切なコマンド信号をシステムコントローラ２２に送信する。コマンドすなわち

深さ変化に応答して、入力信号が音声シンセサイザに送信され、超音波装置は、

「深さ設定６ｃｍ」と音声によって応答する。これによって、ユーザは、口頭コ

マンドが正確に受信されたとともに完全な会話形態によって実行されたと仮定す

る。深さを適切に変更したことをユーザが視覚的に確認する必要がないので、ユ

ーザは、診断プロセスからの注目を妨げられることなく走査プロセス及び超音波

イメージに集中することができる。

【００２４】

  図２ｂは、格納された複数の応答要素から可聴応答を形成する応答記憶装置３
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６の第２の実施の形態を示す。同一コマンドに応答して、応答選択信号は、本例

では単語「深さ設定」とする応答記憶装置３６ａからの第１応答要素を選択する

。この応答には、本例では「６ｃｍ」である値区分３６ｂからの第２応答要素の

発生が続く。したがって、ユーザには、完全な応答「深さ設定６ｃｍ」と聞こえ

る。また、ユーザは、口頭コマンドを発するとともに、超音波装置からの確認さ

れた可聴応答を完全な会話形態で受信することができる。

【００２５】

  図３ａ－４ｂは、超音波イメージを取り出し、測定し及びラベルを付すための

通常の超音波装置の使用を示す。図３ａの例において、ユーザは、二つの測定カ

ーソルをイメージ７０に配置する。ユーザは、先ず、「新たなカーソル形成」の

ように、出現すべきカーソルを発生させるコマンドを発する。超音波装置は、イ

メージの中心のようなデフォルト位置にカーソルを発生させることによって応答

し、「カーソルＡ発生」と応答する。その後、ユーザは、１個以上のコマンドを

用いてカーソルを所望の位置に移動する。複数のコマンド法のうちの任意のもの

を用いて、カーソルを移動する。例えば、ユーザは、コマンド「カーソル上昇」

又は「カーソル左」を付与して、コマンドが付与される度に、予め設定された量

だけカーソルを移動する。予め設定された量が不十分である場合、ユーザは、コ

マンド「更に」を付与し、カーソルを所望の方向に更に移動する。コマンド「更

に」は、以前のコマンドに付与され、この場合、超音波装置は、以前のコマンド

の内容（すなわち、カーソル移動上昇、下降、左又は右）を保持している。同様

に、コマンド「やや」又は「僅かに」によって、以前の移動量を半分にし、これ

によって移動量を減少させる。第２の例のように、コマンド「カーソル上昇」に

よって、ユーザが「カーソル停止」のような停止コマンドを発するまで、カーソ

ルを徐々に移動させる。超音波装置は、「カーソルＡ停止」と応答する。第３例

としては、超音波装置が自動的な境界検出機能を有する場合、ユーザは、「組織

の境界までカーソル上昇」というコマンドを発する。カーソルは、図３ａの組織

の境界７２に示すように、次の組織の境界まで上昇する。この際、ユーザは、カ

ーソルが所望の位置に配置されるまで組織の境界に沿ってカーソルを移動するコ

マンドを発する。
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【００２６】

  ユーザは、同様にしてカーソルＢを形成し、図３ａの組織の境界７４上のカー

ソル“＋Ｂ”で示すような所望の位置までカーソルを移動する。一旦、ユーザが

所望の位置のカーソルＡ及びＢを有すると、ユーザは、「ＡからＢまで測定」の

ような測定コマンドを発することができる。この際、測定装置は、カーソルＡか

らカーソルＢまでの距離を測定し、結果「２．６ｃｍ」と告げる。測定は、図３

ｂに示すようにイメージ上又はイメージに隣接しても行われる。測定を、例えば

、測定が表示されるイメージに対してサイドバー上で行うことができる。

【００２７】

  図４ａは、ユーザがイメージ７０にラベルを付すやり方を示す。図４ａにおい

て、ユーザによって、“＋”記号で表した新たなカーソルを発生させるとともに

、そのカーソルを、イメージ７０の弁７６の周辺まで移動させる。その後、ユー

ザは、コマンド「ラベル像帽弁」を与える。超音波装置は、図４ｂに示すように

、＋カーソルをラベル「像帽弁」に置換することによって応答し、アナウンス「

像帽弁ラベル付け」によって音声的に応答する。ユーザは、所望に応じてイメー

ジにラベルを付す。例えば、ユーザは、コマンド「ラベルイメージ胸骨傍長軸」

を与える。超音波装置は、このコマンドをイメージラベルの要求と解釈し、図２

の底部に示すようにイメージ７０の上又はその近辺に所望のイメージラベルを表

示する。超音波装置は、アナウンス「イメージラベル付加胸骨傍長軸」によって

音声的に応答する。

【００２８】

  超音波装置を、一般的には、既に説明したような測定及びイメージラベル付加

のようなイメージ分析の結果を含む報告を行うように操作することができる。そ

のような報告は、分析結果に加えて、テキスト形態の注釈又は診察の詳細も含む

ことができる。本発明の他の態様によれば、超音波装置のオペレータは、同一の

マイクロホン及び音声コントローラを使用することができ、これによって、シス

テムコマンドを付与して、注釈又は逐語的な詳細を診断報告に追加する。ディス

プレイ２０上に報告が表示されると、ユーザは、カーソルを手動によって報告の

コメント欄に移動し、又は「コメント欄」のような口頭コマンドを用いることに
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よってカーソルをコメント欄に移動する。ユーザは、コメント又は他の文書をマ

イクロホンに対して口述して、音声コントローラによって文字データに変換する

。文字データは、システムコントローラに結合されて、表示された診断報告のコ

メント欄の報告及び表示に挿入される。したがって、オペレータは、イメージデ

ータの分析が完了した直後に迅速にコメントを診断報告に口述し、診断報告の終

了によって超音波検査を終了する。

【００２９】

  図５ａ及び５ｂは、本発明の他の実施の形態を示し、この場合、ユーザは、処

理した超音波信号のタイプを音声によって制御して超音波イメージを形成する。

このタイプの制御を、所望の場合には同一イメージングモードで行うことができ

る。例えば、ユーザは、基本周波信号を用いて２次元イメージを形成し又は２タ

イプの信号を混合したイメージを形成するよう命令することができる。ユーザは

、所望の場合には、３次元イメージに対しても同一コマンドを与えることができ

る。図５ａ及び５ｂは、そのような制御を行う二つの技術を示す。図５ａは、特

定のイメージに対して所望される信号のタイプを分離する図１の超音波装置の超

音波信号経路中のフィルタ１１０を示す。フィルタ１１０は、「ｆ選択」のラベ

ルを付した制御信号によって制御されて、低周波帯域ｆ１又は高周波帯域ｆ２を

選択する。例えば、帯域ｆ１を基本周波帯域とし、帯域ｆ２を調波周波帯域とす

る。ユーザは、基本周波帯域を選択するためにシステムコントローラ２２にコマ

ンドを送信する音声コントローラ５０によって受信される「基本イメージ」のよ

うなコマンドを発することができる。システムコントローラ２２は、適切な帯域

選択制御信号をフィルタ１１０に供給し、応答信号は、音声シンセサイザ３０に

結合される。音声シンセサイザは、音声的な応答「基本イメージ選択」を発して

、コマンドが実行されたという情報をユーザに提供する。

【００３０】

  図５ｂは、２次元又は３次元イメージを形成するのに用いられる信号のタイプ

を制御する第２の実施の形態を示す。図５ｂは、イメージを形成するのに用いら

れる信号のタイプを発生させるためにエコーＳφ１及びＳφ２を結合する超音波

装置の超音波信号経路中のパルス反転回路１２０を示す。信号の結合は、Ｓφ１
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及びＳφ２エコー信号を選択的に加算し又は減算する結合回路１２２によって実

行される。Ｓφ１及びＳφ２エコー信号が、互いに相違する変調された伝送信号

から取得されると、これら信号が結合される方法は、発生する信号のタイプを決

定する。例えば、互いに相違する位相の伝送信号からのエコーの加算を行うこと

によって、調波信号成分を発生させることができ、エコーの減算を行うことによ

って、基本周波信号を発生させることができる。同様な結果を、振幅変調パルス

のような他の符号化伝送パルスから得ることができる。結合回路は、エコー信号

を結合する方法を選択する図５ｂに示すような「＋／－選択」制御信号によって

制御される。例えば、ユーザがコマンド「基本イメージ」を与えると、音声コン

トローラ５０は、コマンドをシステムコントローラ２２に発し、システムコント

ローラ２２は、－選択制御信号をパルス反転回路１２０に供給し、その回路によ

って、基本イメージ用の信号を発生させる。システムコントローラ２２は、音声

シンセサイザ３０に選択を通知し、音声シンセサイザは、音声による応答「基本

イメージ選択」を発する。同様にして、ユーザがコマンド「調波イメージ」を与

えると、音声コントローラ５０はコマンドをシステムコントローラ２２に発し、

システムコントローラ２２は＋選択制御信号をパルス反転回路１２０に供給し、

その回路によって、調波イメージ用の信号を発生させる。選択の通知は音声シン

セサイザ３０に送信され、音声シンセサイザは、音声による応答「調波イメージ

選択」を発する。したがって、ユーザは、音声によるコマンドによって超音波イ

メージを形成するために用いられる信号のタイプを制御することができる。

【００３１】

  図６ａ及び６ｂは、ユーザが超音波イメージの品質を音声によって制御するこ

とができる本発明の他の実施の形態を示す。図６ａは、図１の超音波装置の超音

波信号経路中で用いられる合成イメージプロセッサ１３０を示す。出願番号０９

／３３５，０５８の別国特許出願で説明されているように、イメージ情報１３２

は、互いに相違する注目方向から取得され、その後、著しく向上したイメヒ時品

質の合成イメージを形成するために互いに結合される。図６ａは、音声によって

制御される合成イメージプロセッサの複数の操作パラメータを示す。１個のパラ

メータを、ターゲット／サーベイモード制御とする。上記米国特許出願で説明さ
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れているように、ユーザが、関心のある病状を走査すると、プローブ１０を迅速

に移動させて、被験者の組織を検査する。迅速な移動によって合成イメージがぼ

やけるおそれがあるので、合成される注目方向の数を、単一又は少数の注目方向

まで減少する。しかしながら、ユーザが人体の特定のポイントに注目し、プロー

ブが比較的変動しないときには、ターゲットモードを選択して、合成される注目

方向の数を増加するとともに、イメージの品質を向上させる。このような走査の

順序を、図６ａの実施の形態によって音声的に制御することができる。ユーザが

コマンド「サーベイモード」を与えると、音声コマンドが音声コントローラ５０

によって解釈され、「サーベイ」制御信号が合成イメージプロセッサ１３０に供

給される。サーベイ制御信号によって、プロセッサ１３０は、１個又は少数の注

目方向を合成して表示信号を発生させる。超音波装置は、「サーベイモード」に

応答することによってコマンドに応答し、合成イメージプロセッサが所望のモー

ドで動作中であることをユーザが確信する。ユーザが関心のある特定の組織を見

つけると、ユーザは、コマンド「ターゲットモード」を与え、それは、音声コン

トローラ５０によって受信されるとともに、合成イメージプロセッサをターゲッ

トモードに切り替えるのに用いられ、この場合、増加した個数の注目方向が合成

されて、ディスプレイ２０の表示信号を形成する。音声シンセサイザ３０は、「

ターゲットモード」と発声することによってユーザに応答し、超音波装置が合成

イメージングのターゲットモードに切り替わったことをユーザに確信させる。

【００３２】

  図６ａの実施の形態において、ユーザは、合成イメージングによって付与され

た所望の目安のイメージ品質となるように合成イメージプロセッサ１３０に対し

て命令を行うオプションも有する。ユーザは、「５フレーム合成」のようなコマ

ンドを与えることによって合成イメージプロセッサが結合を行う注目方向の個数

を音声によって指定することができる。音声コントローラ５０は、システムコン

トローラ２２を指示することによってこのコマンドに応答して、５個のフレーム

すなわち注目方向を合成して表示データを形成するよう合成イメージプロセッサ

に命令する。合成した５個の注目方向に対する命令を合成イメージプロセッサの

「♯フレーム合成」入力に付与し、音声シンセサイザは、「合成５フレーム」の
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ような音声による応答を発生させることによって応答する。

【００３３】

  図６ｂは、合成イメージプロセッサの状態の変化に対する応答を発するために

応答記憶装置３６に格納されるデータを示す。合成イメージプロセッサがサーベ

イモード又はターゲットモードに変更するように指示されると、穏当選択信号に

よって、応答記憶区分３６ａは、応答「サーベイモード」又は（適切な）「ター

ゲットモード」を実行し、それは、Ｄ／Ａコンバータ３８によってアナログ信号

に変換され、拡声器４０によって再生されて、超音波装置が所望の合成イメージ

ングモードで動作していることをユーザが確認する。ユーザが、特定の個数の注

目方向を合成するよう合成イメージプロセッサに指示すると、応答選択信号によ

って、応答記憶区分３６ａは応答「合成」を実行し、その後、「５フレーム」の

ような弁区分３６ｂから合成された注目方向の個数を再生する。ユーザは、完全

な音声応答「合成５フレーム」を聞き、これによって、ユーザは、合成イメージ

プロセッサが所望の個数の合成された注目方向のイメージデータを再生している

ことを確認する。これによって、超音波装置は、ユーザによって要求されるイメ

ージ品質のレベルを再生し、それが行われていることを音声によって確認する。

【００３４】

  本発明の他の態様によれば、音声シンセサイザ３０は、超音波装置の現在の動

作状態の情報を被験者に提供することによって、超音波装置の戸を差を助成する

ユーザ要求に応答する。第１の実施の形態において、この機能は、オンラインヘ

ルプ機能の形態をとる。ユーザが「ヘルプ」という言葉を超音波装置に対して発

すると、音声シンセサイザ３０は、現在のシステム動作又はオプションに関連す

る情報をユーザに提供することによって応答する。例えば、ユーザは、心臓によ

って送り込まれた血液の量を測定することを試みるが、ユーザが気付かないうち

に不適切な心臓画像を用いて測定を試みている。その後、ユーザは「ヘルプ」と

いうとともに、音声シンセサイザは、「信号の短軸の視野から排出割合(ejectio

n fraction)を測定しようとしている。排出割合は、長軸の視野を用いてのみ測

定することができます。排出割合の測定を所望するのでしたら、左心室(left ve

ntricle)の長軸の視野を取り出して下さい。」のような音声による補助によって
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応答する。第２の例では、ユーザは、妊娠期間を推定しようとするが、必要な測

定が行われなかった。「ヘルプ」という言葉に応答して、超音波装置は、「妊娠

期間を推定するには胎児の頭頂骨最大幅を測定しなければなりません。妊娠期間

を推定したい場合には胎児の頭頂骨最大幅を測定して下さい。」と応答する。こ

のようにして、ユーザは、超音波装置を適切に操作できるようにする情報によっ

て案内される。

【００３５】

  第２の実施の形態において、音声シンセサイザは、所望の診断又は操作順次を

完了する際に音声による助成を行う。例えば、ユーザは、利得変更の意味を特定

することなく超音波装置の利得を変更する命令を付与する。音声シンセサイザは

、最初のコマンドの内容すなわち利得変更を保持する間、問い合わせ「増加それ

とも減少？」に応答する。ユーザが「増加それとも減少」に応えると、超音波装

置は、利得に対して所望の変更を行う。変更は、既に説明したように、予め設定

した割合で行われ、例えば、６０ｄＢのような要求に応じて設定された利得への

変更が行われる。したがって、ユーザは、超音波装置がユーザの要求に応じて適

切に制御されるとともに不完全なコマンド又はコマンドシーケンスを完了する際

に助成されるように、音声によって案内される。最後に、音声シンセサイザ３０

を音声コントローラ５０から独立して使用できることがわかる。超音波装置を、

通常、ユーザによって手動操作することができ、音声シンセサイザは、インタフ

ェース６２を通じて手動によるシステム設定及び制御に対して音声による応答を

行う。超音波装置を通常の方法で用いると、ユーザは、所望に応じて超音波装置

が制御され及び操作されていると音声によって確認するという利点を有する。

【図面の簡単な説明】

【図１】  本発明の原理によって構成した音声シンセサイザを有する超音波診断

映像装置のブロック図を示す。

【図２】  図１の音声シンセサイザを更に詳細に示す。

【図３】  本発明によって実行される超音波イメージ測定を示す。

【図４】  本発明によって実行される超音波イメージラベル付けを示す。

【図５】  超音波イメージを形成するのに用いられる信号周波数の音声制御を示
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す。

【図６】  超音波イメージ合成の音声制御を示す。

【図１】
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【図２ａ】

【図２ｂ】
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【図３ａ】

【図３ｂ】
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【図４ａ】

【図４ｂ】
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【図５ａ】

【図５ｂ】
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【図６ａ】

【図６ｂ】
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【国際調査報告】
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